
第 19回 がん対策推進協議会
座 席 表

日時 :平成23年 3月 28日 (月 )14:00～ 17:00
場所 :三田共用会議所 1階 講堂 (東京都港区三田二丁目1番 8号 )
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平成 23年 3月 lS日

事 務 il綿
平成 23年 3月 23日
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がんドヽjrr迪期拠点1llic等 におけう対応について (iL‖ |そ の 1)                       がん診JrFil携 拠点病院等における対応について (1山 加lその 2)
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交通 II情等により当院に来ることができない場合には、最寄りのかん拠点病院を受診していただくこともありますのて、
主治医と連絡のうえ相談してくださるようお願いいたします。

トライン」をル‖言支いたしました..

白施設てかん治療を実施てきなくなり想者の紹介を考えている医療従 11者 の方々、かん治療を受けている施設で医療を
受けることがてきなくなり他院の受診を考えている想者の方々は、ビひこちらのホットラインをご利用ください..

:被 災かス′11者ホットライン】

染1して1出入した、みず菜 (茨城県,キ )、 ホウレンソウ(千葉県,キ )、 小松菜
(東京都江戸川区産)の 31千の文llll菜 の放射性物す1の測定狽 す́t´ ′t(3

月24日 ).

その結果、安全に摂取てきることがわかりました.,

詳細はこちら

1_がん患者の方々の診療体制の情報

|)東 IIL地方の放』1線治療Ω施■L況K=堕表劇I、 llill時 興ワi)

東北がんネットワークの放射線治療についての調査にょるものてす.,

日本放射線ЛI瘍学会による全国レベルの受入先施鳥,11紹 九一llもご参照ください

2)東北llL方て抗か/v剤治逮を11き受けてし、う病航=11
東北がんネットワーク会員病院で、被災地のがん患者の抗がん11やその支持療法を引き受けている病院の一覧で
す(.

日本臨床』I瘍学会の支援に関する1市 報もご参照ください.,

3)かス′診燎連|,t19n点 病院の1人況と受け人れ体f「り(―すこ義PDF、 lllllll・|ワ1カ i)

被災したがん患者の方々はこちらの情報を参考に受診してください。

なお、学会等が作成している被災した患者の受け入れ可能施設の状況等の情報は【こちら】です。

資 料 2

被災地で必要ながん治療を受けることができない想者の方々のために、国立かんりI究センターては、「被災がん想者ホッ
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2宮 城 りil全の医療支援日の派ill_つし1て

`P」
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被災地の診療支援を行うことを目的として、3月 17-20日 にかけて医療支 1■ 団を派遣しました。

11lJ力報告l`Jり F)

httl〕 ://ww、 ncc go4"'/jP/

3.福島県全のス2堕二■と乞支援団の派11につしヽて⊆pFl

原発lli故に係る放Ⅲl性 1勿質の汚染について、3月 17-20日 にかけてスクリーニング支援団を派遣しました。
【
":J力

|‖ 告】(2pQ【各jLの放射線J‖定結果】

4被 災 1し からのかん患者の受け入れにつししてlPDに、llll時 更新)

必要な治療を受けられない被災地のがん患者の方々を積極的に受け入れてまいります。

5放 射線被ばく関係のllll報

|)回立かんり1究センター
'1央 病院(束 ),こ 161P央区,11山 )に i姑 |り る放11線 :::洲1)i.l_ついて」‖約‖1更 7111

・″F発 :|:故 に係る放rl・l級 与1のモニタリングを行つてまいります .

・■1也 で‖出入した、r/1・ l‐ 菜 (茨城県オ )、 ホウレンソウ(千葉県オ )、 小松菜 (東京都江戸川区,1)の 31,の 来野菜の放rl i

性1勿 隻の測定をしまt´た(3月 24日 )。 その結果、安全に|:!取 てきることがわかりまt´た。

2)放射lLttli2の基礎知鳥‖

・ltJLl地 方太平′羊夕

"lⅢ

lずに伴い発生t´ た原子力発11,り i波 11∵ に出サイ)放 1l mittΨ Fυ)り ll'ムA[`放 11"1,:r11雀 ri lЛ ■:

illi l

・1.1111サ [|:111,1lr(1,ハ  ハヤ11,求 1,ギ r:1■ rr llllム 1「りII

6披 災地の医療JI‖ 1に おけるがん治療薬の不足状況

被災ll11の 医嫌1段間において、かスノ治療薬の不足かある場合は、日立かス′り1究センタ にこJ:締くたさい。

その状況かいら 1ヽく 〔世ユ〔きる̀
kう 、関係省に 1ヽ報 1足 1,1をしてJ:い り1に す .

東北地方大平洋沖地震により、多くの方の尊い命が失われたことに深い哀悼の意を捧げます .,

日立がん研究センターにおいては、甚大な被害と困難に直面する被災地の方々のために、全力を挙げて支 i差 して

まいります .

<東北地方太平洋沖地震の関連情報>

|)'メ ′l:'ナ l171カキ,`′ )|り li卜 111,μ

2)災官時にお|す る心のケアについての関連情報

1サ イコロシカル・フアーストエイド実施の手引きJ

兵l il県こころのケアセンターによるものⅢ災害救援者か被災者に心のケアを実施す/●ためのものてす
"

3)学会が作成している被災した患者の受け入れ可能施設の一覧表等について

。日本放射線Л亜瘍学会

放射線治療にlllす る支援が可能な施設の一,1子1ですⅢ

。日本臨床胆瘍学会

がん薬物療法に11:す る支援が可能な施設の-11ム でり。

・日本級和医療学会

緩和ケアに関する支援が可能な施設の一りi表です。

・日本脳神経外科学会

東北・関東地区の主たる脳神経外科施設の診練1大況の
=,1表

てす“

・日本呼吸器学会

肺がんや中皮胆を診療する肺がん・呼吸器順瘍の専Pう家の二覧表です。

・日本血液学会

血液疾患やがん化学療法の受け入れが可能な施設の■,こ 表でり
`.
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。日本 llll尿 病協会

インスリン入手可能な医療機 lJIの二ll人です。

3月 26日 (上)11:30～ 15:30システ■、メンテナンスに伴うW・ bり‐・イトー時に
'止

の lS,|ら は
3月 26日 (土 )にシステムメンテナンスを実施するため、下記の時間帯にて当Webサィトのlll13tが できな
くなります。ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。
3月 26日 (‐L)11:30～ 15:30

立がん研究センターの

田看護職員の募集にっいて (束病院).“

ゆ

③

‐1)肛ユ車がんヮ[■ ヒンタ丁11者′ら■サボIIヽ ャンタ‐』1「 つIIc
こつ い

ンドオビニオン)に

0国立がん研究センターで実施している治験について(中 央病院

①国立がん研究センターの治療成績について (中 央病院 東病院 )
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被災かん∴L Jiホ :ントラインをllillし 11し た。
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"拠
黒訥瞬の歓火状況およひかん思者の党け人れ体制調査 3月 25日 14時時点 (国立がん研究センターがん対策情報センター),齢 九 ■
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サィト 酬注 : ています
日 劉

遺
県

椰
府 病院名 1,

がん患書(現

時点での診
薇)の対応可
否

がん0者 (新規、
他腕モ含む)の 対
応可否

可能な治療
(手術〕

可能な治猥
(病棟でω化
学猥法)

可能な治凛
(外 栞iじ 学療
濃)

可rEな治薇
(放射線滝

薇 i

可能な治ニ
(がんの痛
み、雪籠糧
和への対応:

可能な浩薇
:颯おケア

ォームの姜
籠有=

セ蕩、他宅

=へ
がんF_

者を搬
=したいニーズ

の有無

充足漱況

墨異晶
充足状況

大手
充足ま,
食ヽ

不足して
いtい

不足して
いない

元たま況
●I_

■足して

し`なし`

不足して
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充足状滉

そのセ

近
=匡

演侵鵬
がん患者対応可否奮めわから■目
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更所日詩
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"更
寺分

を■で示して
い言す )

〓一北

遭
日立書滉豊揖 :し

湾遺がんセンター マ対応していう

対応している
がんoモのみ曇

入可,がん治僚
の種観を綸二さ
れる場合は、原則
診猥債穏提供●
が必要,E昴間
士によう理絡でも
可.

可 能 可 籠 可籠 可■ 可 |: 一〇

|

不足して
t`.
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遺
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いな tヽ
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いない

不足して
いない

不足して
いない

やや不足
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り

状
=な

急センター:=次衣,,澪′で
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~
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いない
不足して
いない

不足して
いない

不足して
いない

E災の影響によう不
足はない 15i00

北海
道 'Aヨ

じ海道IE■■
■幌厚生書院

対応していう 対応している 可 能 可 籠 可 r_‐
通摯治象の
ネ

可能 う し

|

|な
い やや不足

不足して
いない
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l■
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対応 している ヽらしている 可能 可 能 可 能 可 rF 可 建 一つ
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日鋼 :2●書饒 対応している 対応してtヽら 可 能 可 能 可 ●‐ 可 能通一擁
道一続

可 r_・ ら |
不足して
い■|'

不足して
いない

不足して

しりしい

不足して
いない 9:0`

=手
七全病院 対応している 対応していう 可 建 可 掟 可r_ ●J■ 可 モ 〓

一
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不足して

い■ :ヽ

不
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て
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不足して
しじ,tヽ
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=ニ¨ 対応している 対にしている 可 能 可r_ 可●. 可 能 可 rg道 不足して
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不 足して
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不足して
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不足して
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1医科大学病院 対
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不足して
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がん診療連携拠点病院の被災状況およびがん患者の受け入れ体制調査 3月 25日 14時時点 (国立がん研究センターがん対策情報センター )肥載された二幡自時にがんじ晨通携拠点病院のゃ摯=■
センター担当者から回答を得たものを掲載しています

=_3Ё方法の鮮場につ
Eて

は各医燎機
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にお「.|ぃ合わせください.各がん滲療連携拠点病院を採すにII∫占Iふん雪■センターがんヽ貴■彎七ンターのウニフサィト 務帝電話からも見られます。珊「三彙情報サービス電壁1姪t,ョ|■1■ 11・1lfIIli「二」壬壺 奎]11=11■ :ぜ1鳥 χ々ユ1

ています.
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時点での診
療)の対応可
否

がん

「
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他院を含む)の 対
応可否

可能な治饉
1手 術)

可能な治猥
(病棟ての化
学籠法|

可能なお僚

(外楽 化学療

法 :

可能な浩燎
てま射綸浩
薇 ,

可能な治長
(がんの嘉
み、言属録
和への対応,

可能なた凛
饉 和ケア
7~■0曖
籠■■‐

抱差、抱え

=へ
がんe

者を発出し
たいニーズ
の右■

充足ま況

=薬
ニ

充足状滉
大手

充足状況
食■

兒足求況
燃事

え足状滉
その他

近燿E猥姜翻
がん3書対応可否書めらかる●3
のま

"

更新日詩
(追加 更新分
を青て示して
い
=す

)

北岩
遺

市立馴略→含病院 対応している ヽπしている 可r.

初亘は入景

病棟て行い.

その後 はヽ

実にて

可 r‐ 可 r‐ ●11: ,り

´` ■ _■
_ ■ _

・現==
´` ミ _、

.｀ ■ |｀

■(元
=不iFで

不足して
いない

不足して
いない

不足して
いない 3/1 10i10

続
遭
一一

"菊
書保便福祉像

II釧路労災病院
対応していう 対応している 可 能 可 r. 可 t 可 籠 可能 う |

不 足して

しヽ■しヽ

不足して

いない

不足して
いない

不 足して

いttヽ 111,

道

ロユ綱院機IE函
館病院∫H234指定 苅応していう ヽらしていう 可能 可 籠 可 t 可 籠 可

「

E な い
不 足して

しヽなしヽ

不足して

い な :ヽ

不足して
いない

不足して
いない 3/22 :00

■曇 ■
=県

立甲臭病院 中

"=し
ていう 対

=し
ていう 緊急のみ 可 能 可 能 可 能 可rE 一つ やゃ不足

不足して
いない

不足して
いない

や や不足

手術材料が-3不足
しており、緊急性が裏
い手術を優先してい

青=e==書 環について、
=宅

邊和
ケアの読置診はガソリン不足のた
0近

=の
こ著さんのみ員け入れじ

ているとのi胃報あり(外未診驚は道■
どおりとのこと、

:B100

青員
弘前大学医学部付
目病院 対応している 対応していう

緊急のみ

“医療材料ラ

足のため、
3/25まで:ま

緊急手術の
みの対応て
す。

可 能 可籠

可r‐

0電がない
五り二ヽど
おりです。
PETのみ翼

=が
入荷し

ないため
415まで千
上の予定て
,.

一● う り な い 不 足
不足して
いない

不足して
いない

やや不足

大きな薇書はないが
市
=改

■の見通しが
つかす.=薬屋・燃れ
など在IEは 1週間から
:0日程度しかありませ
ん.五がんFti=2遣 鶴
は大文夫です。

3/22 16●|

青尋 八F市立市民病院
予約ある壼者
様のみ

紹介状があり予
約されている方の 可 薫 可 籠 可 能 可 r‐ 可 1: う リ ■.ヽ 不 足

不足して
い
=い

不 足 不 足

―
=の

F羹書皇についての
=の

こ
庫がをr.、 雪彙EがE=した。==

ン 2` 1■ 01

書 薔
=沢

市立三沢病院 対応していう 対応していう 可 能 可能    1可 r‐ 可 軍 可 摯 う | ■■不足 不足 やや不足 やや不 足 =影
副・カテーテル

手簑 モ貴材署・ォィ
ルなど

|二 とんど菫ヽがこれない。県と弘●大
学が螢菫をしてFAX力 {入ってい

=

,0:01

青 春
下北菫猥センターむ
つ総合病院

対 辱してtヽ● 対応していう 緊急のみ 可建 可●‐ ■
'1三

がキ

=2‐
のた, 可籠 一， なし` ■う不足

不足して
いない

やや不足

不足して
い■い

不足 やや不 足

やや 不足

1■ 月,iま口蓄ありま
■奮言1■ 2自 分 )

豊摯!=柔二、多■7■ t、 1=月 分
の■

=|ま
ぅら0(=の住 ■入の言

逮や情報が
=く

ない。多薇需i=もつと
口
=が

なく、儘人書院の登手尋著は
こ庫が告くなると当蔑ての対

=と
なる

ので、送fコ藪そ減らす可能
=が

ら

=,

11110

着 手 膚轟
騒科大学お

= . 対応していう 対応していう 可r‐ 可 膨 可 r‐ 可 ■ 可 ■ 一の なしヽ 不足して

いない
沿澤燎り:tの ■,ま夕■

=生
■0

不足あり.
3/21 1011

着手 着手県立 ■彙書院

通院■の■者
さんは二

=二リ

誕介まがぁれ:ぎ

貴lテ 入れ.肩岸
増城のこモIまが
んかどうかにかか
わらず受け入れ

緊急のみ 可 籠 可 能 可 籠

可|:災書

に¬のた,
蠣和ケ7,
外に災書ど

菫もして_ヽ を

可1:大
=

=号
0■う

墨■ケアム
ヽに■ロヨ
蒙もしてしヽら

=.、
こ■の

に零,こモ
蟄している
セ摯への議

=ニ
ード

==

抗
=詢

R‐

が特に不
足してい
る

不・_して

いない

重 :=力
`

入つて栞

るかどう

か毎 日が

編
=リ

置
"の

少ない嬌疎は
●署さんの受17入 れ
が
=覧

になつている.

療養型の病院でi菫
■が出勁できないとこ
ろてはじ薇が目整なと
こらi

ガソリン
=｀

ないため,問診薇i=雪
暑捜もてきなくなつており、その■め
こ書さんの退震も重んでいない。
近
"の

躊9~l翼 局|`,4日 から言
=そ

=“
,県 内の■外処方|=ll日 以内に

=―
●■てい。

:700

岩 手 着手県立中れ病院 対らしてtヽる 対応している 緊急のみ
3月 いっlま ぃ
のみ

4月 以離の蒸

星が不季
不可能 可 能 ら・ 7 な い やや不足

やや不足

・ 心 のケア

の担 当者

や●‐不 足 不足
着手県■3毛

=iま
、■住毛のがん

=書の藩落可籠

着手 岩手県立胆沢書院 対応 していう 対応している 可 F_ 可能 可r‐ 可 能 可 籠 一っ

=し

ヽ やや不足
不足して
いない

不足して
いない

やや不足 10:00

1

1

2′ :ε 2011年 3月 25日 ‖講顧  日立がん薔究センターがん
"責

・I=セ ンター



″ ′̈ 蒸 層
"“ “ "躊

ψ 惧 火 仏 滉 お
^ひ

刀｀
～

思 百 VJ史 17人 FL椰 刷 調 食 3月 25日 14時時 点 (国 立 が ん 研 究 セ ンター が ん 対 策 情 報 セ ンター )

聾雲堂

"雪

型型卍型三社饉,電理軽量1孝墜のゃ摯支■ャンター担当者から回答を得たものを掲
“
しています.

諏罐寃二3重里 :つ曇[墜拿

=響

豊
関
F話

画
|｀
吾わせくだきιt各がん移凛連書拠点書護甚拒すにIII占 立がん薔夷センターがん対責情電tし ,一おゥ

=ブ
サィト「力誠情報サービ、_睦操す年三■ギ|二二こ・ こII`iI三二三:Itt‐I[≡‐Fl:l二巖 I事

‐
Ｎ
Ｉ

て し

回 劉

遺
県

Ｂ
府 鋼院名

がん患著(現

時点でのじ
薇)の対応可
否

がん
「

_者 (新規 .

他院を含む)の対
応可否

可能な治猥
:手術)

可能な治薇
(病棟での化
学籠法i

可能な治薇
(外栞{ヒ学撮
法)

可能な治象
1技射織着
薇 :

可rt‐ な浩薇
:がんのII

ら、言嘉護
和への対■,

可|:なた蒙
(組 ニニケア
チームの■
籠有≒ i

他瞬、他地
城へがん患
者を搬ユし
たいニーズ
の■

=

え足ボF
E翼ニ

売足ま況
人手

充足ま況
食●

充足,況
塾

"

充足状況
そのセ

近臓医療豪露
がん患者対

=可
否古めゎかぅに≡

のま況

=■
日

":="・更雪分
を■て示して
います)

岩手 着手県立磐井書院
対おしてし,
い 対応していない 緊急のみ 不可能 ↑●J能 可能

可能
薬驀不足

な し 不足
不足して
いない

F‐や不足 不足 =薇
■■が不足して

い言す.ガソリン不足.
18:10

岩手県立久な病院 対応している 状況により 緊急のみ 不可能 不可能 可 能
1可

籠

着 手

一の なし` 不足
不足して
いない 不足 不足 買星の不足により五●11処方も'ヨ

門としています 1=OC
凛ユニ戸薔院 対応している 対応していう 緊急のみ

テ●|●モの
み

予約患者 の 予約■者の
可宙: 一■ な い 不足

やや不足

不足して
いな■ 不足 不足

11:∞
冒 撻

富糧 県立がんセン
対応している

対応している

対応していう

状況によう 緊急のみ 抹況による 状況によう 不可能 一
嘔

一３
． ら ∵ な い

富城

宮城

やや不足
不足して
いない

不足し■
しヽない

議員通勁言ガソリン不 漱災
=0霧

凛 ,そ 4それの、つて

=-7不
である.

31 17:● :

東北大学医学部

"E嬌碗

労働者健薫薔祉楓
韓東北労災■院

対応している

敦急は矢栞
こり、予定手
術は創霞

可 能 可 r‐
‐
lF‐

鋼■●●小に ■■,」 こヽ
tt'

`■
不足 不 足 不 足 不 足

■ =`^年 末峙市ユ芸院 重1=方り:

病摯 :=言 市立書
=.1コ =厚 =華

現
1ま ま射 teた,を開 ,=し てしヽます .

3 23 ||||

対澪していう 不可能 可籠

可能
多くの方に
こ期してい′
だいていう

可・_

315～ リニ
アツク耳

“

1可 |: =F==う人て,■ =t｀ 'そ
不 足

不足して
いない
ξ分が強
いスタッフ
が,い

不足 不 足

ストーマ襲畠の間い告
1つ てが■えています.

共書からの相売が
あつたがやや不足して
いうそうです。

言このクリニ,ク l=通ヽがとれないと
こうも撃多くぅり

=す
.当禁の近所の

調贅1工島|● 3,所電言葉しています.

市内の書境が一
=腱

れ なくなつたと
いうことて、,一ミナル期のE者が菫
名議

=さ
れて言ました。

31 9:∞

害城
日立綱院機構 仙
台E編センター 対応している 対応してしヽ 苺ヽ 緊急のみ 可FI ―

“

可能 不可能 可 籠 ´， ない やや不足 やや不足
不足して

しり
=い

不 足
3′ il 15:00

●城 大嬌市 民ヨ驚 対応していう 訳凛によう 可 能 可 能 可 能 可 能 可
=

ら , な い
不足して
し`■1ヽ

不足して
いない

不足して
し`ない

不足して
いない

災害て使用できない書
篠があり.292床 、■黒
の約201で 診菫してい 9,0

秋田
秋日大学E学部蒲
属病院

"応
していう 対rJしてぃぅ

可能
・ Eし霧蕩内
の藁塁・菫象
材Jが不足
しており.十
分な治猥力く

行えない可
能性があり

=す
.

同 な 高 を 一
こ

中
Ｌ 一こ

一
一一 ■ を な|｀ 不足 やや不足 不足 不足 3/17

3 2=

=∞

11● |

秋 田 秋日赤十字病院 対

"し
ている 対応していう そのに 可 能 可 r‐ 可 r‐ 可 能 一っ ● い やや不足 F‐ や不足

不 足 して

いな tヽ

不足して
tヽ■い

秋 田 大館市立総合病院 対応していう 対応していう 可能 可能 可能 可籠 可籠 一っ 一
■ やや不足

不足して
いない

やや不足 やや不足 11になし 彗趣なし, 31 il:00
秋 日

秋田墨厚生
=山本3E合388月院 対瑯していう 対応していう 緊急のみ 可 能 可

「

‐
可 能 可 能 5リ な い や,不足

不 足 して

い な :ヽ

不足して

tヽない 不 足
扶日大

==理
のPCT―cTが■二と

なつており,,=が
=夫

ないま
'

10:● 0
秋 田

秋田熙厚 生二 1山

北IB合総 合病院
対応していう ヽ

"し
ている 可 能 可r. 可 能 可 r_‐ 可 籠 一う なしヽ やや不足

不ミして
いない や r‐不足 不 足 3 16 10● |

秋 日

山影

山影

鋏日県厚生運 平
塵総含綱院

対応していう 対πしていう 可能 可 籠可 能 可
=

可曖 一つ やや不足
不足して
いな:ヽ

不足して
いない

不足して
いない 3 1a il● |

山影県立 中員病院 o ヽ日していう 対 応 してい 。 司 籠 可 籠 可 建 景箪
電ちFア

´
'|

可 乖 う |
イ` た _( 不足して

い
=t

不足して
:｀ ●.ヽ

うやネE 0/24 8'つ

山彩市立君院済
=館

二院、入崚とも
対応可

麟●もありわ
`～

と|●褒らない

tT菫停 電を

避 けながら

実菫

絆面停 電を

重 けながら

案籠

l‐E'電を
奎けながら
実饉

■
=|●

電を
ミ:テ ながら
実
=

計コ0■を
ミ:ア なた(ら

実
=

二 ●ど■, I●し

長

“

|こ こ
■■奎

=不幸だt(

壼
=,`^■,

再
=

言 と

|

|

言を ■に :口 露
=な

い

'5::|

3 1ε

=●

1'=3,25日  !`時慮  Eュ がん
=寅

センターがん、貢情環センター



がん診療連携拠点病院の被災状況およびがん患者の受け入れ体制調査 3月 25日 14時時点 (国立がん研究センターがん対策情報センター)

聾螢豊L電里型肇型ll生生嘗■理軽量卓,壁の手摯支

`主

ンター担当者から回番を得たものを掲載しています.

受

`方
法の鮮

里 :つEて
は各医療慢関にお問い合らせくr_・8t(.各がん診薇運鶴拠慮病院を糠すにIII菫立ふL=究センターがんヽ表■燿センターのウ

=プサイト 奏吾電話からも見られます
= 酬「螢11籠サービス病睦揮t年三■Jま■■:二ご二I::■ttI三[:[■1■1:■■1::二鷹てだユて

‐
∞
‐

注 : しています ‐ ‐ =  
日

道
県

薔
府 輌腱名

がん0者 (現

時点での診
晨)の対瘍可
否

がん
「

_者 【新規、
他院を含む,の対
応可否

可能な治籠
:手術:

可能な治籠
(病餞での化
学療法:

可能な港薇
(外 栞4じ学環
法 )

可能な走螢
てま射縁治
療 ,

可能な治薇
:がんの痛
み、言痛[
和への対

=|

可籠な治轟
罐

“

ケア

テームの■
籠有

=|

抱競、他t
4へがん

「
_

者を搬出し
たいこ―ズ
の有彙

充足デニ
三員桑

売足,滉
人手

克足漱況
食料

充足状景
燃料

元走漱況
その他

近卜Eヨ費鵬
がん里看対応可否含めわから範ヨ
の状況

更云日

"(追

"・

更籍分
を青で示して
います)

山 移
山影大宰E学部附
属病院

t=連携のヽ
分で他地域
t多 く1山 台1か

らの患書きん
に対応してい
う。がんとは■
らない.

|

地域理露として、

応

=者
さ
～

1●

減少している
と思われる.

地域連携とし
て対応してお
り、■時点で
!=書に

=わり|まない.

間 を 一
こ

一
ロ 再

=
■ を 一

４
〓
一一 不足

L秦■■
を奎え

=●どヽ 東
は露して
いこが交
通
=trなどが二く

ガソリン不
足iうリ
不ミして
いう.

不足

不足 た
だし自ロ
発電もあ
らので、

=凛
に,=

影彗して
いない.

叉通●||が喜い.

断水はないのでネI=

現在のとこら不足して
いない.

i115

山 影 山彩県立新庄書院 対写していう 対応 している 可rE 可 走 可 籠 可 嗜 可
=

う ザ や●不足
不足して

い
'=し

ヽ
不足して
いない

不ミして
いない 1100

山 ル 公立■薔賞舎議院 対応していう 詢らしていう 緊急のみ 可 走司 籠 可 F‐ 一の 卜ヽ

|

不足 _て 不足して
い●い やや不足 不足

すでに■泊供給不足
によリリネン都円のF
上、

=]理
反ほ減によ

う
"詢

を実施、またガ
ソリン供給不足によ
り、食料や―贖物■の
輸送の椰澪、また電員
のこ勁交通手段にも
近々東l■をきたすこと
が見込まれている.

3/,7 9:●●

山 彩 日不海豊含嬌腕 対応している 対瘍していう 可
「

| 可能 可能 可能 可 能 あ り ない う`
^三

不足して

いない
や や不足 不 足 0・ 16 1111C

編慶
福島県立E科大手
耐
=繊

院 対応していう 対応していう 可 r‐ 可 能 可 能 可 r‐ 可 t 一， む
　
一
・・、

不足して

:｀ ■:｀

や■不足

不 足して

いない

やや不足

不足して

いない

やや不足

不足して
いない

原発届日の堅痰腱grを彙多していた
愚著さんの■らに当院t二わたてい
ます.

3 24 15:01

福■
藤山会 医学研究所
付属増■月腱 "%し

ている
・外案は休診

対応 している

外果 は休診
不可能 可 に 可 r・ 不可能 可 籠 ら リ やや不 足 3/1' 12:10

福 ニ

饉神経 ae研 究所
靖E総合円彙北書

院

対応している ヽらしている 可 籠 司 籠 可 能 可 能 可 掟 一つ
ある一ホスピ

ttヽ

4｀ ミ _■
し`●:｀

不 ミして

いな :ヽ

不足して

いttヽ

やや不足 や や不足

橿 島浜ニ リのこ象撻曇からの電読

「

_
書を彙i,入 れしております .こ 者の受
け入れが

=て
可能というFて |=需い

ため、宅数●矛I「 し、
"応

してぉり言
す

福島
六日隷合病院附属
大日西′内書焼

対

“

していう 対応 していう 緊急のみ 可 能 可 能 不可能 可 籠 な し やや不足 やや不足 不 足 1010

福ユ
橿島県厚

=理
由

河厚生韓合病院 対応してしヽら 対応していう 可 能 不可能

可能

`―寺釣てう
れば凛 五の
■類によう|

可能 可籠 5ザ やや不足
不足して
いない

やや不 足

不 足

`書にガソ

リンが不

足

10:01

福 ニ 竹日線合病院 対●している 対応していら 可能 ↑●j能 不可能 可 掟 可

"

一■ な い やや不足
不足して

しヽtti や や不足 やや不足 3 21

福島 会津中央病院 割 曖あり 対応 していない 緊急のみ 制限あり 割隕あり 不可能 ,コあり
=汲

らプ ある 不 足 不 足 不足 不 足 3,17 1616

福島
労働者健康福祉機
構 福島労災病院

水不足等l球
り手術、化学
薇議、放射■
不可

対応していない
不可能
(点濱不足の
ため)

不可能 不可能 不可桂 tl阻あり
=議

あり

あリ
全身状嘔の
よい患者は
移助、全身
状工の思い

0者は腕内
に残ってお
り、対

“

がコ
題

不足 不足 不足 不 足
藁が不足しており、重露間処方また
は閉飯状態 美号 )

|′ 21 :フ :00

21ll年 3月 25日 !|■
=

Eユが
～
薔究センターがん,表書凛センター



″`～●・r漱理
"贄

黒柄院VJ位災ス滉およひかん思者の賞け人れ体制調査 3月 25日 14時時点 (日立がん研究センターがん対策情報センター)

歯螢聴 i彙生壌騨 壁9警摯暮
・・

ンタ■埠■置から回答を得たものを掲tしてしヽます̀
邑鶴潔理r二議露警量甲11り‖■マ臀liう員啓L最悪幕装描:進slれ研究センターあ薫■嗜tンターのヮニブサィト 嘉帝電鮨からも見られます。「延彙露颯サー索蜻聖驚EllllニニlI・■I[II=::T::ごili再轟1]=F=デ1:淵1罫 欄注 ,

日 堅

遺
県

Ｂ
府 病院名

力%●者(現

時点での診
腋)の対応可
否

がん患者(新規、
他院を含む)の対
応可否

可能な治籠
(手術)

可能な治薇
輌 aでの化
撃療法:

可能な治薇
(外 栞化学饉
法)

可掟な治療
(放射|1治

薇,

可能な治晨
:がんの■
み.言露場
和への対応)

可1:な治景
罐

=ケ
ア

ァームの曖
籠有書｀

池院、他t

=へ
がん患

番を搬出し
たいニーズ
の有彙

莞足状
=

=柔
星

元足状滉
大手

充足状況
■●

充足状況
経
=

充足状況

その他

近策菫晨機関
がん二看対応可否含めわから壼ヨ
の状,

更新日
=〔追加 更,分

を■で示して
います)ミ 城 訳城 県立 中央病院 対応している 対応 している 可 能 可 能 可 能 可 能 可F‐ あり

壺章■―ム
i=う うが、
3不可■

あり

ない

「
_モ ニ

`=

不足して
_｀ ■し`

4ヽ ヽして

'｀

■.｀

不足して

いない

不足して
いない

不 足 して

ぃr_ぃ やや不足

薫
=

日立製作所 日立
場合薇院 対磨していう 割 限してい。 割現している 可籠 可 l_ 可 能 可 嗜

1001

不足して
いない 不 足

=彗
線が不通のうえガ

ソリン不足がま刻でコ
員の週動に吏障をき
たしてい

=す
.

::竃i鐵
いる.

3 25

ｍ
　
一　
∽

1100

18:Oo

17● D

l:00

1500

70C

茨 城
聡含綱瞬 土鴻樫
嘔 対応 していう

"ら
していう 可籠 可能

一部勧霞あ
つ 可r‐ 可

=
なしヽ

`や
不足 やや不足 やや不 足 やや不 足

ま 城
ま波メディヵルセン
ター病院 対応 していう 対応 していう 可 能 可 籠 可●| 可 能 可能 一〇 神

一
れ

不足して
いない

不足して
いない

不足して
いない

不足して
いない駅 城

=漱
大学附属病院 対応している 対応 している 緊急のみ 緊急のみ

可能

可能

緊急のみ

可能

緊急のみ 素急の■ やや不 足
不足して
いない やや不足 やや不足

3/1う

3/:|

3/1=

茨城
東薫E科大学漱城
菫練センター 対応している 可

「
E 可 建 可 能 う リ |● .、

不足して
.ヽ なしヽ

不菫して
いなtヽ

不足 して
いなしヽ ^ミ

して
いないま城 友彙記念書院 対応していう 緊急のみ

"澪
してい● 可 r‐ 可 F‐ 可 l・ う

= =.ヽ

不足して
いな.ヽ

不 足 して

tじ
=tヽ

不足して
tヽなしヽ やや不足

ま城

ま雄県厚生ニ ミ
城西南E織センター
菫滉

外栞FFは諷
ね通常通り.

予定手術でエ
用で

=る
もの

はしていう.

予定手鷲の
うち三翡でき
るものはこ
嬌

行つていう ,つてい。 |=つている ■つていう

=二
のこコ

菫露にま_F

ホの影じ、
菫■の不

=など羮1=入

れを
=議

して
いるところ

=うり、彙:=入

れ7‐
l増えて

=て
いるので

:堤
[示二

|

桑
=ス

を

'漏
,1て

おt,饉方
日
=を

31

日に
=褒していこ

=

t=材■
の入言が
退れてい

当
=確

保 当
==長 3/16 1,20

i5:∞

嬌 末
標歪

県立がんセン . 対応している 対応 していう 可 籠 可能 可 モ 不可能 可●. 一の ● い
不足して
しヽな:ヽ

不足して

いない
不足して
いない

不足して
いない

嬌 木 済
=曇

宇椰宮病院 対応している 対応している 可 掟 司 r‐ 可 籠 可r_ 驚
　
一一
一一

やや不足
不足して
いない

やや不足 不足 =召
に一部入膏しづら

いものあり,μ
=は

完
奮薔電≒3日 ,電保 .

衝 木
佐野厚生

=佐
野

庫生総合病院 対応している 対らしていう 可 能 可 能 可 能 可 能 .● リ な い ●●不足 不足 やや不 足 不 足
3/1ε ,4:|:

場 木

群島

上椰賀鈴合霧腱

前槽赤十事薔院

対●していう

対応している

ヽらしている 可 能 可能 可 能 可 モ 一っ ■_ヽ
不足して

いない
不足して
いない

不足して
いない

や や不足 ■に電oなし 3/22 _Q II

対応 している 可 籠 可Ft 可 籠 不可能 司 r‐ 5リ ,い や,不足
不足して
いない

不足して
いない

不足して
いない

セ県からのE者モ当
県て受:,入 れているの
で病院は全体的に程
ヽ含つている.また.

■口停電の彬彗てコ
薇靖間を菫くしてい

=
=Vが

ある

3125 1411●

=ニ
日立調院長輌

=疇場合壁象センター 対辱している 対応していう 可 籠 可 能 | 可r‐ 可 r‐ 可 モ 一つ
うる一〔た
,cu

不足_て
し`■.ヽ

不足して
いな:

不足して

いな .ヽ

■゛不足

やや不足

●■不ミ

電力不足 了苺が●電で:=,,コ らリ ,=10
●■

目立奮院機構 ご
藝 ヽ写している ヽらしている 可 ●.‐ 可

"
可 F. 一Ｆ

一， ■4^ミ
スミして

:ヽ なし :60つ

―
一
‐

= 1こ 20'1二 6■ 25= 14■ 慮  E立 がん
=「
~セ

ンターずん対ヌ情苺センター



がん診療連携拠点病院の被災状況およびがん患者の受け入れ体制調査 3月 25日 14時時点 (国立がん研究センターがん対策情報センター)

臀蜃

…

時IF力
1～楚饉運観拠点書捧の相嵌支援センター担当者から回答を得たものを掲

=し
てい

=す
.

受じ方法の群相
[つ量

ては各E薇撻関:Fお llい合わせください.各がん滲菫連携菫点病院を採すに1:j菫立ふλ
=寛

センターがん、買■■センター0ヮ ニプティト 奏帯電E言 からも見られます。珊「がん情報サービス嬌腕を揮す1■f i■二i.■ ‐1、 ■_:lJ ll「 .:」ギ:~≡:i卜IIIIttil l懇薦表I:`

‐
一
一
‐

しています,

遺
県

都
府 ■饒名

がん患者 (現

時点でのじ
晨)の対序可
否

がん

「
_■ (新規、

他院を含む)の対
応可否

可能な治薇

`手
術}

可籠な治猥
(病棟での化
掌寝法:

可能な治縁
1■ 栞化学驚
法:

可籠な治晨
1菫射線治
晨

'

可能な治薇
iが んの病
み、言籠[
和への対

=|

可能F差量
■ ■ケア
チームの■
r‐有黒‐

佗禁、仁毛

=へ
がん愚

者を霊
=したいニーズ

の有宗

莞足メ規

=笑
ニ =足

状源

人手

克足状況
食ヽ

充足ま震
燃料

充足状滉
その他

近燿E薇彙鵬
がんe者対応可否含めゎかう●EI

の状況

更新日
=(IE"・更寄分

を,て示して
います)

群
=

公立薔周綸合書院 対応していう ヽ■している 可 r‐ 籠
一
一

． 可 籠 可
=

可 籠 一〇 な い t_´Ё不足

不足して
.=い
ヽ■の文
遍手球 ニ

`つ
て
'より,ヽ り

ま
=、

,■不足 不 足 l BI∞

彗
=

公立
=日=含

病院 ヽ辱していう 対応していう 可 籠 可 能 可能 可モ 可t 一， ■4不 足
不足して
いない

や■不 足・ Dや不 足 ,3:01

群 弩 伊勢崎市民病院 対応 してしヽう 対応していう 可 能 可 能 可 能 可 r‐ 可 菫 一の ■.ヽ

て一れ
い

一↑
い

不足して
い●t｀

やや不足 やや不足 3ノ 11 17:00

諄晨 相生II生→合病院 ●5している 対応している 可 1: 可能 一嘔一” 可
=

可 籠 う リ やや不 足 や●不足 やや不足 やや不足 3′
.1:

10:00

群 E 諄
=県 =が

んセン
ター ヽおしていう ヽおしていう 可 籠 可 r‐ 可 r‐ 可 〔 可t 5ザ ■ や不足

不足して
t｀●tヽ

やや不 足
不足して
い●い

通助月ガソリン不足
雲材 が不足、遺影澪
がこ庫わ ずか

理露先病院が建こ遺損が●電■の
膨春により、転院贅け入れられないヽ
の力(5ザ

崎 二
ヽ玉県ユがんセン

ター           ‐ 対 応している 対応していう 可能 可能 可 能 可 籠 可 r‐ あ リ ない やや不 足 や やス足 やや不足
不足して

いない 18:● |

埼 玉 さいた言赤十
=■

院 対応している 対序していう 可能 可 議 可 能 可 モ 可 モ 一う ● い
不足_て
い■.｀

不足して

いない

不足して

い
'■

1ヽ

不足して
いない

不足して
いない

さいたまスーバーァリーナで場
=栞医師全 さいたま市E5奎・看襲
=奮が中心となり、診薇

=極
を行つてい

る.計画警tの影彗|ま あるが、濯・12
E菫饉鵬はE■どおり.

0 1

崎
=

疇工需済生全川 ロ

総合靖 院 対応していう 対応していう 姜相談 その他 そのに ｔの・一ヽ 七の一一ヽ tじ ■.ヽ
や■不足

やや不 足
不足して

い 1よ い 3/22 1400

崎三
川口市ユE猥セン
ター 対応している 状況による 可 能 可 能 司 モ 可 r‐ 可 r‐ 一う な い やや不ニ やや不 足 やや不足 やや不足 3 21

埼玉 番日都市立病院 対応していう ,応 してい o 可 菫 可 能 可 掟 可 モ 可 t う ギ な い やや不ミ
不足して

し`「_い
やや不足

不足して

いない 3 2` 1`0つ

埼 玉
埼玉菫科大学総合
I療センター 対応していう 対応している 可籠 可能 可 t 可能 可 モ う ∵

不足して 不足して 不足して

t｀ なしヽ

不 足して

い1=い 3/21 1110

崎重
日立蒻院撻綺 崎

=病
院 対応している 対層している 可 能 可能 可 能 可 能 可 モ

不 足 して 不足して
い

=L｀

不足して

し
'′
■.ヽ

不足して

い●い 3 23
'1:00

IE玉 増
=菫

科大学目霞
E療セン

'―

対応している

診象科によつて対
略が興なるので、
がん相談支IEセ
ンターにご週絡く
ださい.

当餞診薇書
に確認され
たい

当餞診猥科
に電認され
たい

当誠診薇●
に電

“

され
たい

当鱗少薇科
に確認き

=たい

外栞I=可

|:、 入襲 は

薇員l的 に不

モ

一つ ゛ ・゙・・足
不足して
いない

やや不足 やや不 足

―rの
=委

星 墨蜃
・●●●が入手し電く
なつていら‐

3/23

崎三 ま谷赤十亭病院 対応している 対応している 可 能 可 能 可 能 可 櫨 可●「
一の t_｀ ■r/・ 足 やや不足 やや不 足 やや不 足 i6:00

千
=

目立がん薔
=セ

ン
ター東書院 対応していう ヽ応していo 壼

'1対

応
ノ、菫制限ぁ

可 能 ■■によう 求,に よ
=

一〇 ゛C不 ミ
不たして
い●し`

呆■1=う

うtのの
発注えの

=夏
によ

らヽ
=

不足して
い11い 3/21

手素 千秦県がんセンター

"応
していう ヽ再していら 可 r‐ 可r_ 可 r‐ 可 モ 可 嗜 う ∵ な い

イ`たして
.｀ ■:｀

や●不足 や■不足
不足して
いない

千葉では■― 千蒸大学 書院で震災
に■いた浜電■に東議が 日たケース

を曇け入えていふ
3/17 :00

千葉
千積大学

=事
5"

=綱
院

対応していう 対応している 緊急のみ

可能
,菫床題瘍学
会H,に 詳編
情報豊俣

可能
・ ヨ床u嘔宇
奎HPに詳鯉
11颯燿保

可能
=まお縁こ驀
学会HPに諄
ミ■華諷■

可 |こ
うリ ■ い

4ヽ たして
い0_｀

不足して
いおい

不足して
いない

不足して
いない 0/13 11:00

0● 8 20,1■ 3月 25日 1■■
=

口
=が

ん
=三

tンターがん対宍■薇センター
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●V眩lA‐

"“
墨
"躊

Wu人 体 凛 o■ υ ″｀
～

思 ● ψ
=17人

rL悴刊 調 倉 3月 25日 14野 時 点 (日立 が ん 研 究 セ ン ター が ん 対 策 情 報 セ ンター )

蛋曇堂雪搬 11生?■■奎燿売さ墜?J摯率督ヤンタニ担当者から回答を得たものを掲菫しています.

罷澪『奮雷攣望警FEE壼進::警11tl菅|「要a誓手i葛員議鏡墓霜議5薔ど筆[lλ薔究センターがん、責,電てンター0ウ =,サィト 養帝電E=か らも見られますr■ん情籠サービス病院を揮す●■1■ 珊注 1 ¬〔し
it l■ ■■

“

● :=・■lp■‐
■
=i=~・

二■で■t=三 ´
●」をご利ヨください、 ∵      日歯1

逮
県

椰
府 病院名

がん患者(現

時点でのじ
薇)の対応可
否

がん患者(晰規、
他院を含む)の対
応可否

可能な治薇
(手術)

可能な治饉
(病棟での化
掌療法:

可能な治薇
(外栞iし掌僚
法)

可能な治猥
(放射織治
薇)

可能な治棄
〔がんの商
み.言属崚
和への対応〕

可青

“

治象
ほ 在ケア

ー ムの壼
籠有

=|

拒院 他地

=へ
がん層

=を
螢出し

たいこ―ズ
の有

=

tし ヽ

莞足状浣

=柔
長

充足漱況
大手

充足ま,
食料

充 足漱況

継
=

莞屁ま況
その・e

近熊騒薇薇鵬
がん0モ対応可否吉

"わ
から壺

=のま規

■希日
=t■

"・

更手分
を青て示して
し`
=す

)

千葉
ロユ嬌院撻輌 千
彙E療セン‐ 対応している 対応していう

可r.‐

計百停電尋
の影じて●l

霞しなけれ
ばならない
可能t有

可能卒 可能メ 可モ , 可|ヨ 一っ

不足して
いなし`

■
=入

膏
できない
薬■1`■

苦
===だが 三

二ま滉に
よつて不
足の可|:

■あり

不足して
いない

不足して
いない

it彗、F 不足
3/!, 1612:

千葉
綸78市立区燎セン
ター 対庫していう 対応している 可能 可能 可能 可能 可能 う

'

不、して
いない

不足 して

いない

不足して

t tiい
不足して
いない 31 1,00千葉

凛墨ロロス手雨川

総合病院 対応している 対応している 可能 可 震 可
=

可 能 可rr 一” 千や不足
不足して
いない

不足して
いない

不足して

いない

不足して

いない

やや不足

不足して
い●い

:|=,電■のじ薇巨
環が大きい.

,=に 実t=ないようですが、:=Ξ督
ユ■に体レき■ろ

=螢
がぁり言す.

千葉

千葉

手薫

RI天
=大

学医学部
附
=頌

天菫濾安書
腱

ヽおしていう 対応している
可rF

・ 計画,電あ
リ

可能
。81菫停電あ
り

可能
・ BTE停

=ぅり

可籠

"t―直薔菫う
り

可掟
・ t―■

'電
う

リ

あり

'lT=,電 ニ

"

不足して
い0.ヽ

:==澤 電の影喜にょ 章状|し燎書と
"ス

.ガスに上
=に

よ
り休呂している

=猥
■3Fがある。

:1●

口保lLAF市立綱院
対応していう
―

“

I●電の影
響有

対応している
一部停電の影響
有

可能
―郵停電の
影薔有

可能
―都停電の
影彗有

可能
一部停tの
影響有

可rt

一部,■の
影 春 有

可能
-3停■の
影響有

あり
‐3●■の
影響有 =.｀

゛゛不足
うすか襲露 ノバント●

ンの供給が今後なくな
ら予定

1100

威ヨ赤十手嬌院 対応していう 対 応 してい 0 可F_ 可 能 可

"
可 r_ 可 モ 5デ

=.ヽ

不足して
しヽ1■ 1ヽ

やや不足
不足して
いなt｀

不たして
しヽない 13:● |

千葉

千葉

□保旭中央病院 対応 していう 対応している 可艦 可能 可能 可

「

E 可 籠 う リ ない
不足 して

し｀

'彗

し`
やや不足 F‐ や不足

不 足 して

い tlヽ 3/11 101D

亀日総合病院 ヽ馬している 対応 していう 可 能

可能
●●前に人菫
の連機を入
tLて調整す
る必要があ
ります

可r‐

・ た二の置た
薦崚100人 雹
菫対応可能
です.

可 ■ 一「 一〇
=Lヽ

不足して
いな|｀

不足して
いない

不足して
いない

不足して
いない

かん■者
==の

ヽ
=に =摯

てて言う
濠り、c歎じ言すので、ご二ヽくださ
い。

手
=

君
=中

央病院 対応している 対序している 可能 可能 可能 不円醸 可籠 あり
●`ミして
し`なし`

不だして
いない

不足して
いない

不足して
い■い 班

一
凛

9:00

i3:Ol

千 葉
"働

■■軍福祉糧

―

災薔碗
対応している 対らしている 可 能 可 能 可

「

‐
可 能 可 籠 う リ な い

不足して
しヽた ,ヽ

不足して
い

'■

しヽ
不足して
いない

不足して
いない

薫 票
日立がん研究セゾ

~~

ター中央鋼院 対応してtヽも 対らしている 可 能 可 籠 可 掟 可 |‐ 可 た う ヽ ● :｀
不 足 して

し`■しヽ

不足して

いない
不 足して
いない

不足して
いない

不足して
いない

3 18

3/19

15〕 03

191D

東京
震

研 究 舎 有 明 署  菫 対嗜している 対応していう 可能 可 籠 可 r‐ 可 ● 可 t 一っ
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がん診療連携拠点病院の被災状況およびがん患者の受け入れ体制調査 3月 25日 14時時点 (国立がん研究センターがん対策情報センター)
記ntされた通絡日時にがんじ燎連携拠点素院の相談支撮センター担当者から回答を得たものをモ航しています
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がん診療連携拠点病院の被災状況およびがん患者の受け入れ体制調査 3月 25日 14時時点 (国立がん研究センターがん対策情報センター)
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しヽない
不足して

いなtヽ

不足して
いない

不足して
いない ,:00

=山
市立場波→合病院 対応している 対応していら 可能 可能 可能 可●. 可 籠 あ リ ない

不足して
....しヽ

不 足して

い1■ tヽ

不足して
いない

不足して
いない 3/10 1■ |● 0

石川
菫沢穴芋医学部附
日病院 対応している

"応
している 可 r‐ 可 確 可 能 可 r‐ 可・ _ う

'
な い

不足して
.｀なし`

不足して
いない

不足して

いなしヽ

不二して
いない 01 :`00

一●
丞塁菫センター ヽおしてい0 対

=し
ていら 可籠 可能 可籠 可r_ 可 t あ

=
な い

不足して
いなしヽ

不足して
しヽ,い

不足して
いない

不足して
いない :|10

石′,I ち
"1県

立●彙病院 対応している ■πしてい
=

可 r. 可 能 可 r‐ 可 能 可籠 う し
不足して

し`ない

不足して
い1■い

不足して
いない

不足して
いない 3 17 9i¨

一● 全沢E14大学綱院 詢らしていら 対 らしていう 可 能 可 能 可rr 可 t 可 能 う ∵
不足して

しヽなL｀

不足して
いない

不足して

いない

不足して
いない 31 110つ

石,‖ 小松市民書院 対応している 対応している 可 籠 可 能 可能 可 能 可 t 一，
不足して
いない

不足して

い
'■

tヽ

不足して
いない

不足して
い11い 3/11 17:● |

福 キ 福井 県立書廃 対層してしヽる ヽあしていう 可

「

‐
可 能 可 能 可 能 可 猛 う ザ lt, 不足して

しヽ1=し ヽ
不足して

し111い
不 足して
し`ない

不ミして
いない 3/!7 :7:00

籠 丼 薔■赤十■病院 対

"し
ていう 対応していう 可 能 可 能 可

“

可1:

ホスビスは

'■
していな

い
一っ |=し

｀ 不足して
いなしヽ

不足して
いない

不足して
い●し`

不足して
いない 17:∞

福■ 籠■県済
=全

病院 対応している
"ら

していう 可 rt 可 能 可 r‐ 可雄 Ｆ
一

一旬 う |
不足して

tヽ ■:｀

不足して

tヽ ttヽ

不 足して

Lヽ■ :ヽ
1■ 10

福丼
経丼大ギ医学部附
E病院 対応している ヽらしている 可 能 可 鷲 一嘔一「 可 能 可 r‐ 一昴

不足 _■ 不足して

tヽ
==:ヽ

不足して

し`イドt'

不 足して 福弄県内奎,長 3Pでは二雪ニリ診薇
が行えています.

32, 130D

襦 ■
目立書院機構 福
キ病院

37応していう 対 応している 可f_ 可 能 可 籠 可 能 可 モ う リ ない
“

こ`_て
.｀ ない

4ヽ

=し
て

いない
不足して
いなt｀

不足して
い
=い

彗差が
=7=摯

費市雇コマ|● 、=,
的書魂として

=禁
と市立績質需院の2

書院があるが、ほぼ雇床求●であり
,色受け入れにも言慮していうま,
であう.さらに、その他の言院につい
てはま刺●三年不足のため霜規八
理●者は晏入が

=菫
な去滉でぁら.

実つて、当波が
=す

る戦賀市の属コ
書禁において、がん思署も吉めた多
菫の3者を彙テ入4ること|==当塞
拒なま現にある.

31 il ll

岐阜
騒艦食

事 医学部 附 , 対 応していう 対応していう 可 能 可た 可能 可r_ 可能 ニ リ ない
不足_て
,ヽ ttヽ

不足して
いない

不足して

いなしヽ

不足して
いない こ■の要Fが 1=われてい0. 1100

燎阜
崚阜県総合巨薇セ
ンター 対応している 対応している 可r‐ 可 r‐ 可 能 可 籠 可

=
ら リ

=し

｀ 不 足して

し`■こ_｀

不足して
いない

不足して

,ヽ
'ttヽ

不足して
いない 1/1: l l100

壊
=

崚ユ市民病院 対応している 対応 していう 可 能 可 能 可 r‐ 可 rr 可r_ 一う
不足して

いなしヽ

不三して
いなt｀

不足して

しヽ1=し ヽ
不足して
いない 重電 診策をしている。 1500

崚阜 大垣市民病院

"●
している 対応している 可 籠 可r_ 司 籠 可 籠 可 r_ ら リ

=い

不足して
.｀ ■し`

不
=し

て
いない

不足して

いなしヽ

不足して
いない 3′ 1' 11:OC

崚阜
厚生全 木沢F_き
廣院 対応していう 対応していう 可 熊 可 掟 可 能 可Ft 可 能 ら ザ

=し

｀ 不足して
しヽttヽ

不 ttし て

いない

不足して

いない

不足して

いlltヽ
1`i10

崚阜
崚ユ県立多治見繊
湊 対応 していう 対応していう 可 能 可 籠 可●_ 可 F‐ 可 r‐ 一つ ●:｀

不 足して

しヽ1■ _ヽ

不足 して

しヽ
'■

t'

不足して
し`ない

不足して
いない 123 15:|●

崚 ニ 高山赤十
=嬌

陵

"ら
していう 対応していう 可 能 可 能 可 r‐ 可rr 可 能 う |

不足して
いな.｀

4ヽ こして
いなt

不足して

し`●い

不足して
い●い

員星等入手しこくいものtあるようて
すが ■■

`ど
,に影彗

=な
いよう

で,,
111

'`:00

静百
静日県立静置がん
センター 対らしていら ヽらしていう 可能 可能   1可 t‐

崎書薔電の
ま夕:ミ よぅ
_●|=有

可l‐ 一■
^｀

ミ■て

'｀

■:｀

今ミして
t｀ tt｀

不足して
し'■ _｀

3/20
=100

`1ll=0月
25ヨ 1●

"三 ==が
ん
=責

センターがんヽ費■
=セ

ンター



3月 25日 14時時点 (国立がん研究センターがん対策情報センター)

携帯電話からも見られます. 珊

‐
二
い
―

ています.

□ 劉

髄
孫

病院名

がん患者 (■

時点での診
晨)の対応可
否

がんな看(新規、
他院を含む)の対
r.可否

可能な治籠
(手術)

可能な治薇
(病棟での化
掌饉法)

可能な治霰
(外栞化学環
法:

可能な治量
t放射嫁治
薇)

可|:な治豪
(がんの層
み、言l■綬
和への対応:

可有ヨなた凛
饉 おケア
ァームの薇
能有景｀

うリ

抱説、他t

=へ
がん

=者を搬
=したいニーズ

の有魚

=足
求燿

巨翼呈
克足メ況
人手

充足状況
食■

尭足ま君
燿■

え足ま,
その他

近環医療機露
がん思者ヽぉ可否言oわかう壺目
のま,

更所日
=(追

"更
新分

を■で示して
いま7)

綱
　
一服

静目県立 彗舎病院 対
=し

ている 対応していう 可 能 可 r‐ 可
=

可 F‐ “
¨

一『 不足して
いない

不足して

い●い

不足して

い 1∫ しヽ

不足して
いない

4ヽ たして
いない

●言がんセンターよりpET■ 壺の■

1含1じ[irて
いあす。(:十菫● 1400

対らしていう
"5し

ていう 可 籠 可 能 可 能 可 籠 可●. う リ なt｀ ■,不足
菫 墨 菫 二 重 賢 不足して

いない
不足して
いない "●

県の東
=t=|=■のところがん

治■にL● し,は 安喜あり
==ん

.

3/1e

3′ 23

3/16

15)00

1600

10100

静目 沼津市立病院 対応していう 対応していう 可鰭 可能 可 r‐ 一
一一
一一

一
一義
一職

う ∵
不 足して

:｀ ■しヽ

不足して
いない

不足して

いなLヽ

不 足して

いない
静 日 顧ま市立→含鷲院 対● している 対応していら 緊急のみ 可 能 可

=
う
=

■■不 足 ややス足
不足して
いない

不足して
いなtヽ

静日 彗口市立
=舎

書院 ヽ
「

している 対なしていう 可 能 可籠 可 能 一， やや不足
不足して

い
'な

い

不足 して

,V=しヽ
平足して

L｀ なtヽ 重
=重

.:て、■しています。 3′22IL日 聖●三方凛澪院 対応 していう 対応していう 可建 可 籠 可能 可 蔵 可r_ 一， ■う不足
不

=し
て

tヽない や■不足
不足して
いない ,00

静 日 霊隷浜松病院 対応している 対応している 緊急のみ 可rE 可 籠 可 能 可 乖 一分 や‐不足
不足して
いない

不足 して

い
「 .|｀

不足して
し`ない

静 置
県西5浜松E燎セ
ンター 対応している 対応 している 可 能 可 F.‐ 可 F‐ 可 モ 可 ■ 一■ ■.ヽ

不足して 不足して
い●:｀

不足して

t、 r_ぃ
´`こして
い0い

上

“

に
"え

じ療7■
■が求

=に `っ
てiき 、

今後不足r=司籠t
がある.

11 ∞

僣 薦
浜l■・ E科大学

==錦附
=書

院 対 辱していら ヽ椰していう 可 rt 可 r‐ 可 r‐ 可 能 可 亀 一の

■■不足
‐E夫0
た0

や■不 足
不足して
し`なし`

不足.て
い●しヽ 0ノ 1: 15100

愛知 =コ
暴かんセンター

中央病院     
▼ 対応している 対πしていら 可 能 可能 可 能 可

「

‐
可

"
う ∵ ●:ヽ やや不足

不足して

いない

不足して
いない

不足して
いない E薇材

=や
や不足 11:01

彙知
目立病院機構 名
●EE●センター 対応している 対応していら 可 能 可 能 可 能 可 籠 可 l_ 一の な い

不足して

しヽなしヽ

不だして
い1=tヽ

不足して
いない

不足して

いない 1310:
壼 知

名古屋大学
=学

部
lIE書焼 対瘍して1ヽら 対応している 可 能 司 籠 可 能 可 能 可 能 う リ ■し`

不足して
いなしヽ

不足して

いない

不足して
いない

不足して
いない 901

云 知
名古こ市立大手霧
院 対霧していう 対らしていう 可 能 可 モ 可 能 可 r‐ 可 t う り なし`

不足して

いない

不足して

いない
不足して
いない

不足して
いない 311 13 oo

壼知
名古こ■―赤+事
薔院 対庫 していぅ 対応していう 可 能 可 能 可 r‐ 可 能 可

=
一” な い やや不足

不足して

いない
不足して
いない

不足して
いない 17:oo

愛知

彙 趙

彙 気

名古E=二赤+宇
書院

壼知県厚
=通

海
口病院

対なしている

"ら
している

対応している 可 能 可 能 可 能 可 r_‐ 可 籠 う け

=し

ヽ や●不足
不足して

い●い

不足して

いない

不足して
tヽtい 3/17 140

対応している
書床 が洟床

状態
=相談

菫床が層 床

求態 妻■

ま

可 F‐ 可 モ 可 鴫 ら リ
=|ヽ

や■不 足
‐7■ i―
車不足な

=0つ
くら

不足して
いない

不足して
いなt｀

ぅヽそして
いない 3′ 22 17101

公立理生書院 対応 している 対応している 可 能 可 能 可 能 可 モ 可 壺 一， ■●不足
不 足 して

tヽ な tヽ

不足して

し`■
=:ヽ

不足して

い■い =壼
材 ヽは やゃ不 足 3/1う 1211コ

愛 知
顧日保健薔生大学
自崚 対応している 対応していう 可能 可 能 可 能 可 |‐ 可 能 一■ な い

不足して

_｀ ■しヽ

不 足して

t｀ 1ド い

不足して

tヽ 7_し ヽ
不足して

t｀ ●い 1111
三知

彙知

―■市立市民病院 対応している

対辱していう

対応している 可 籠 可 能 可能 苛籠 可 r‐ 一の
不足して

しヽな:ヽ

不足して
tヽttヽ

不足して

いない

不足して
いない 0/1, 17:10

小数市民病院 対応している 可 能 可 能 可 能 可 能 可 r‐ らヽ|

●|｀
不足して
し`ない

不足して
いない

不足して

い
'=い

不足して
いない 3′ 23 11:OC

彙 知
彙知県厚生連 ■
日厚生痛陵 対応していう 対ら している 可 能 可 籠 可 能 可 モ 可 籠 31 ●し` 不 足 ´で

.■ しヽ

不足して

ιlな い

不足して
いない

不足して
い●い 3/22 1500

壼 知
E知県厚生速 安
ま更奎書院 対応してιヽう 対応 していう 可 能 可 震 可 能 可 t 可 能 ●~: やつ不足

不ミして
いなし

不足して
いない

不ミして
いない

三菫
二菫大学医学部

"呂病院
"応

してtヽる ヽ応している 可 能 可F_ 可
=

‐ll_ 可 モ うプ ■,不 足
不足して

しヽ
=い

不足して
いな.ヽ

不足して

い●い =晨
″ ,:やゃ不足 3/1ラ :7:"二

=県
立総合E菫

ヽおしていう 対πしていう 司 籠 I「 月1外員 ●l籠センター 可 モ モ一３
・

一■
不足して

.｀

=_ヽ

不足して

いない

不 足して

t｀ ない

・・・足して

いない ■になし 3/22

:' 18 2011三 3月 25日 1キ
= =立

がん■
=セ

ンターがんヽヨ:壽 罐センター



がん診療連携拠点病院の技災状況およびがん患者の受け入れ体制調査 3月 25日 14時時点 (国立がん研究センターがん対策情報センター)
記餞された■糖日時にがんじ薇通鶴拠点書院の相談支覆センター担当者から回薔を得たものを提菫してtヽ

=す
.

受鰺方議の鮮縫につ
じ
ては各医療撻関にお問い合わせください.各がん診ln連窮拠点ま院を揮すに

'ま

.日立がん覇
=セ

ンターがん
==脅 =セ

レターo,こブサィト ■帯電錯からも見られます。珊「力%情報サービス 病院を探す|■  1・・
「

‐ 1二■ 11:::Tl=「 I千三二三
=「「

:｀11■1:tiit[:F
菫 ています  ̈   :  

日曹贅

逮
県

３
府 病院名

がん患者 :重

時点でのじ
療)の対応可
香

がん0者 (新規 .

他院を含む:の対
応可否

可能な泊薇
t手術)

可能な蔵猥
{病 棟での化
撃饉法 :

可能なた薇
1外 桑化学霰

=ヽ:

可能/_浩象

`旗射織浩

薇

可|:な着・T
iが んの■
み、彗洒邊
和への対応|

可t●走課
:こ F:ケア
チームの■
籠有

=

セ滉、宅毛

=へ
が
～

●
言
=裁 =したいニーズ

の有
=

莞足,滉
菫棗星

売足ま
=メ、手

充足漱ニ
ユ■

充足ま況

継■

売足ま
=その七

近離E療奎露
がんこ者対応可否含めわから菫ヨ
の,,

更所日■
:追加・更新分
を■で示して
います)

=■
山日赤+亭書院 対 略している 対応 している 可rr 可 r‐

‐
可 籠 可 能 可 能 一っ な い

不足して

,ヽ なしヽ
不足して
いない

不足して

いア
=1ヽ

不足して

い■い 3/24: 900
濠 冥

計

ユ威人薇セ . 対応 している 対応している 可能 可能 可能 可能 可籠 う リ なt｀
不足して

しヽなしヽ

不足して
い :彗 t｀

不足して
いない

不足して

い11い 3/1' ::OC
澄 賃 大球赤■事務院 対応している 対らしていう 可r‐

‐
可 籠 可 能 可 r‐ 可籠 一つ tし ｀ 不足して

いない
不足して
いない

不足して
いない

不足して
いない |:∝

磁貿
蔵貿医科大学医学
部IH風森院

対応 していう 対応していう 可 能 ・l・ ●J「● 可 r‐ 可 熊 可 能 一っ ない
不足して

いない

不足して
t■

=い

不足して

いlitヽ

不足して

いない なし 3′ 2● 1,r.|

澄
=

公立甲費議院 対応 していう 対応している 可能 可籠 可r_ 可籠 可 F_ う リ な.｀
不 足して

い■しヽ

不足して
いない

不足して
いない

不足して
いない

京都
京椰大学E学部附
目議院 対応している 対応している 可 能 可 籠 可 r8 一

“
一「 可 籠 一，

不足して
いなtヽ

不足して
いない

不足して

いない
不 たして

しヽない 3/1 ,1:OO

京都
票ゆ府立医科大学
附
=着

焼 対応 していう 対応している 可 能 可籠 可●・ 可rl 可 能 一〇 な い やや不足
不足して

いない
不足して

いない

不足して
いない 17:00

京都 京都と病院 対 ●してしヽろ 対応している 可能 可能 可能 可 籠 可rt 一っ
不足して
tヽ 1=し ヽ

不足して
いない

不足して
いない

不足して

いなtヽ 1::||

京05 京都市立病院 対応していう 対応していう 可能 可 籠 可 能 可 IF 苛 熊 ´， なしヽ 不足して

:ヽ な い

不足して

い1=い
不足して

しヽ ェtヽ

不足して

いtい 3/11

東 椰
軍椰

=―
赤十芋書

瞬
"π

していら 対応していう 可 能 可 籠 可 能

メンテナンス
のため、9月
末まで不可

"

可 能 一う ttヽ
不足して
いttヽ

不足して
いない

不足して
いない

不足して
いない 3/17 18:∞

京椰
京都薔二赤十事病
院 対応している 状況によう 可 籠 可 r‐ 可 籠 可 r‐ 嘔́一「 一〇 |ない やや不 足

不足して

いな0ヽ
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思湧瞬ψ懺ェ森滉およいかん思有の受け入れ体制調査 3月 25日 14時時点 (日立がん研究センターがん対策情報センター)
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がん診療連携拠点病院の被災状況およびがん患者の受け入れ体制調査 3月 25日 14時時点 (国立がん研究センターがん対策情報センター)
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がん診療連携拠点病院の被災状況およびがん患者の受け入れ体制調査 3月 25日 14時時点 (国立がん研究センターがん対策情報センター)
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平成23年 3月 28日
が ん文]策 推進 協議 会

がん診療連携拠点病院等の今後の役害」等について

(は じめに )

/Dhん 診療連携拠点病院については、I~国 どこでも贅の高いがん医
療を提供すること/DNて きるょぅ、平成 13年度から「がん診療拠点
病院」事業と して指定が行われてきた,,その後、平成 18年から、
地 10tの 医療機関との連携の強化のため、「がん診療連携 i1/11点 病院」 11

業と改正され、さらに平成 20年には、がん文」策推進基本計画を踏
まえ、集学的治療の推進等の観点から指定要件の見直 しが行われ、
I見 7■ 、 377施 設が指定されてしヽるところである (平成 23年 4月
に、新たに 11病院を指定予定 ).,

う後、地域のかん医療の向上及びlつ てん ILと 、/」
Nん

|よ 占か、進行・

再発とい った様疫なかんの病態に応 じて、安心 ・納得てきるかん医
療が受けられるようにつ

~る
ため、当協議会で検討を行い、つ後のか

ん診療連携拠点病院の i■ りん等について、以下のとおりの結果をЛ又
りまとめたぃ

/rdお 、かん診療連携拠点病院の基本的機能・要件であるi援 和ケア
の推進、かん研究の推進、小児がん対策の推進、がん登録の実施、
相談・支援の実施、等については、別途集中審議や専P]委員会等に
おいて検言」するため、その結果も盛り込んで整合性を図ることとす
る。

(がん診療連携拠点病院の役割等と今後の方向性について )

都道府県かん診療連携拠点病院につしヽては、都道府県に概ね 1

施設を指定 し、県全体の各種研修等を開催するとともに、都 i亘

府県がん診療連携協議会を設置 し、都道府県内のかん診療連携
拠点病院との連絡調整等を行い、都道府県内のがん文J策の向上
に努めてきた。

今後、この機能をさらに充実・強化させ、すべての患音に質の
高い医療を提供する均てんイヒを目指 してしヽく必要があり、1も に、
かん診庫達携拠点病院 lズ タトのかん診療を担う病院 bヽ診療所な
ど地域の医療機関との連携の強 |じ 等を図ることが重要である。
その際、提供されている医療の質、均てん |ヒ の進展度合しヽ、
いわゆる病病連携、病診連携等の医療機関同上の連携、病院 ・

訪PoD吾護ステーション・調斉」薬局・福祉施設等のILb域 の多‖81「 :「

の医療・介護関係者による連携等を強化するも要かあり、都i首

府県がん診療連携協議会の機能強化のために都道府県医師会
等関係組絹|か参画するなど、地域の医師会等と連携をとるとと
も lL、 かん憲音及びその写族等が参画するなと、地1,i全 体の取
争]を高めることとする .

地 1或 がん診療連携拠点病院につしヽては、これ′まで概lo 2次 医
療□に |か所の医療機 |:り を指定 rJる ことを原!|」 とし、同医庫
□内のがん医療の向上、かん憲音及びその家族等/DNら の l13言

(∧、
の対応1及 7)かムノ登録等を実施 してきた ,.

しか しなが 13、 者F道府県、b2次 医療□ごとに、 1也 理的要因、
交i亜 、人日、かん患音数、医療機関数等に差/DNあ り、全国統一
的な j旨定要件を通応]ることが困難との意見かある

`,

さらに、かん医療については、lrlえ ば重粒子線治庫や小児がん
医療13の、非常に高度専PU的であるために集約 |しか求めら1■ る
医療と、チームによる緩本oケアや標準的治療等の均てん化をす
すめる医療 l_堅理 してもえる必要がある`,たた し、これらにつ
いては、そ 1■ぞれの医療機関が “点

い
て提供するのではなく、

1也 域連携という考えのもと医療機関同土か連携 して “面
い
てl是

供すること7DN望 まれている。
このようなことを踏まえ、今後、地理的特性、人□、悪者の受
療行動、医療機関間連携の状況等を、都道府県が勘案 してがん
診療連携拠点病院の配置に関する検討を行い、その結果を踏ま
え、国において、がん診療連携拠点病院制度の充実等を図ると
ともに、子旨定について弾ヵ化する。

ただ し、1旨定数等において都道府県格差や I也域格差が i亜 力生じ
ないよう、また、1也域によ ってかん医療水準 /DN大 きく異なるこ
とがないように、がん診療連携拠点病院の弾力的配置l_関する



考えんを、厚生労働省において明示する必要がある。その際、
現在、既に都道府県が J虫 自に行っている認定病院制度との整理
を行うc

・ 更に、1山 域との連携の強 |じ という観点から、1也域連携クリテ ィ
カルハスの運用、再発・進行がん等の憲音の紹介・受け入れ、
サバイハー (かん経験昔、長期生存者等)へのケア、1也 域にお
ける研修、医師等からの相談への文」応等、地 i或連携の取組、医
療の機能と質に関する1青 報の 1収 集と,足出等を評価する。

・ 現在、349医 療圏中、かん診療連携拠点病院か整備されてい
る医療圏は 231医 療□にとどまり、そのことにより、いわ「〕)

る空自の医療圏の 1也 域住民の安心感等が阻害されてしヽるとの
指1商がある

`,

・ そのため、当該 1也 1或 にl旨定要件を満たす病院の整備かてきなしヽ
1易 合のみを文」象とし、かん診燎 itEI;与 拠点病院に準する診療機 iヽ:

を有 し、1山域内のがん |ど 盲及ひその家族等の相談に応 じるとと
もに、医療機関との地llti菫携の lllll点 となる医療機関を、「かんノ
相談連 |夕i拠点病院 (仮称 )Jち とし′て、例クトn3に 指定てきるこ
ととする .,

(かん患者の視点に立 った機能の強化ヽ

・ がん診療連携拠点病院をはじめとした医療機関においては、問
係医療機関等との連携により、身体・精神・生活も含めた包 l舌

的なケアを行うよう努力することが求められる
`

・ がん患者から、かん診療連携拠点病院を訪問 しても「拠点病院
なのかどうかわからない」、「相談支援センターがあるはすなの
にわか りに<い」なとの指摘 /DNあ り、がん診療連携拠点病院の
体制は一定程度整備されたものの、それが患音をはじめとした
一般国民にとって非常に分かりにくい (見 えにくしヽ)と の指摘
がある。また、相談支援センターの対象は、院内のがん悪音の
みならず、1也 域住民であるべきであるが、院タトヘの広報か十分
行われてしヽなしヽとの指摘もある。

・ このようなことから、今後、かん悪普及びその家族等にとって
わかりやすいように、かん診療連携拠点病院の機能や相談支援

センターの場所が分かる掲示や、相談できる内容を8完内やホー
ムヘージ等にわかり bヽず く表示すること、かん憲普及びその掌
族等が心の悩みや体験等を語り含うための場を設けることを
i旨定の要件とするととも |こ 、発三昔評価の導入を検討する。ま
た、都道府県においては、1也 域の医療機関や医師会等と連携す
るなどして、がん診療連l電 拠点病院やその相談支援センターに
ついて、悪者をはじめとした一般住民に広報を行う

さらに、一定規模以上の憲音を診療すること、主要なかん等につい
ての症炉」数や治療成績の公閂、再発かん等について積極的に文」応す
ること、また、そうした取組を評価すること等て、かん診療連携 llkll

点病院の機能の向上を図る ,

(その他の事項 )

卜記の事項については、他の審言1会 うヽかん文]策推進協議会の各 l ll

専「」委員会における議論等を踏まえ、今後検言Jす るとともに、かん
対策推進 lin議 会において報告と情報共有を行い、し要な事項につい
てl■ 審言Iを行う .

・ 5太かんすべてに対する標菫的治療を提供てきなくとも、一部
のかん等に文」して提供している医療機関の取扱

・ 小児がんに文]応するための医療機関の在り応
・ 重粒子線等の高度専PJ09医療とかん診療連携拠点病院制度と

(D閲 1系

・ トラックラクの解消等に資するための臨床5F究の推進を含む
ライフイノベーションの推進とがん診療連携拠点病院市」度と
の関係

・ 相談支援センターの体市」
。 がん診療連携拠点病院の評価方法のありん (アウ トカム (成果 )

ベースてモニター (把握・評価)てきるよう、かん診療連携拠
点病院の監査、悪音満足度調査等の導入や具体的応法について
検討 )

・ 医療安全文」策
.g要 な予算措置
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平成 23年 3月 28日
が ん文」策推進 協議 会

がんの相談支li・ 情報提供の今後のあり万等につしヽて (冥 )

(は じめに)

音冒憲Tヒ偽響辱磐橿易渥写温?を ど百ふ暑曇言よξ程,と3菫憲
あ り、かんの相談支援 ・情報提供は重要である。

これまで、国立がん研究センターにおいては、全国の本□談支援セ
ンターの相談員の責成や、がんに関する情報を掲載 したハンフレッ

と2「騎 ゴ類 m5禦 1配 5万殿 eu訴 翼 L墓殊 宝

トセンターJを開設 し、全国のがん患者やその家族からの電話相談
l‐ 応 じているて,

また、厚生労働省は/DNん 診療連携拠点病院に、研修を修了 した相
談員を配置 した相談支援センターの設置を義務つけ、全国のがん悪
者への相談支l震 ・情報提供の体市J整備を行つてきた。

がんの相談支援・情報提供の更なる推進に資するため、当協議会
で集中審議を行い、今後の相談支援 。

1胃 報提供の在り万等について、
以下のとおりの結果を取りまとめた。

(患者 ・家族への支援体制について)

.相 談支援センターは、がん憲者・家族にとって非常に重要な機
能を有する。今後、相談支援センターの更なる質の向上を目指
し、地域や各病院の実情に応 じた、各相談支援センターの自律
的・主体的な取組を促す体制整備が必要であるQ

。 また、相談支援センターにおいて、習熟 した相談員の定着を言

害ピ堪皐辱ξ髯譜罫『督
援が行われるためのインセンティフを

なお、かん患者から、かん診療連携拠点病院を訪問 しても「拠
点病院なのかとうかわからない」、「市晰炎支 l浸 センターがあるは
ずなのにわ/oNり にくい」などの指摘があり、かん診療連携拠点
病院の体制は一定程度整備されたものの、それか憲者をはじめ
とした-01国民にとって非常に籍か 1/」 にくしヽ (見えにくい)と
の指摘がある。また、相談支援センターの文]象 は、院内のかん

露 3客鷺 乳 Ψ l賢デ 幌 理 論 罪 χ 魔 [
今後、がん憲者及びその家族等にとってわかりやすいょうに、
かん診療連携ltl点 病院の機能や相談支援センターの場所がわ
かる掲示や、相談できる内容を院内ゃホームベージ等にわかり
やすく表示することを、拠点病院の i旨定の要件とする。

これまで相談支援センターは基本的に拠点病院に設置される
ものについて補助を行 ってきたか、平成 23年度新規に予算 /oN

言1上 された 1也 1或総 i舌相談支援センターについては、病院タトにも
設置される相談支援センターとして非常に有恵義であり、着実
に進める必要かある(、

国立かん研究センター等におしヽては、各拠点病院等における相
談支援センターのタイフ P」 lモデルの提示等、全国の相談支援セ
ンターに文」する模範モデルを提示すること/DN期 待される。
なお、相談支援センター・地域総l舌相談支援センターのみなら
ず、医療現場においても、医療の提供のみならず、可能な限り、
患者の立場に立 って、有用な情報の提供及ひ相談支liを行うこ
とが望まれる。

相談支援以タトの支援内容については、 1)経済支援、2)就労
支援、 3)子育て・介護支援が挙げられる。
1)経済支援については、長期にわたって継続 して治療を受け
るがん患者につしヽて、高額療養費制度における負lB上限額を所
得に応 じて軽減するとともに、社会福祉協議会における療養貸
付期間の延長がなされるよう、がん対策推進協議会として努ヵ
する。

2)就労支援については、がん患者が治療に伴い、退職ゃ転職

ふ分蜃響農3磐営貪響源撃警¬屏ξ墨薔握良ξffr儡ざ



務制度の拡大や休職規定の充実等について、検言」を行うく、
・ 3)子育て・介護支援については、かん憲者の家庭「/mに 子ども

や要介護高齢音等がいる場合、患者自身が治療や療養に専念て
きないことや、家族が、患者の世話と育児や高齢者の介護等の
両方を行わなければいけなぃため疲弊すること等が起こる。治
療療養中の育児・介護を支援するため、保育所、介護施設への
乳幼児、高齢者の入所や一B寺 預かりの柔軟な文」応や、ポランテ
ィア等で運営する子ども一 B寺 預かり施設の設置等について、検
討を行う。

・ このほか、「がん患音を含めた国民か、かんを知り、かんと向
き合い、がんに負けることのない社会」を推進するため、患者
及びその家族等によるヒアサホー トの更なる推進や、キャンサ
ー・サバイバーズデーの普及等患者団体の取組支援等を検詢す
る。

(情報提供体制につしヽて )

・ 科学的根拠が明らかでなしヽ治療情報等につしヽて、女□1可 に憲音 ・

家族に正 しい情報を提供するか、研究する必要がある。
・ 未承認薬・臨床試験等に関する情報は、現在、国立かん研究セ

ンターにおいて取りまとめられ、主に医療者向けに発信されて
しヽるが、今後さらに網羅的な情報を、悪者向けに発信すること
/DN期 待されるc

・ 各病院におけるがん治療成績等、ニーズの高い情報の提供体制
のよリー層の充実が求められる。

なお、がんの相談支援 ・情報提供の施策の評価や貝オ政支援につい
ても、喫緊の課題であるc



資 料 5

平成 23年 3月 28日

がん対策推進協議会がん研究専門委員会

がん対策推進協議会がん研究専門委員会 中間報告

1 第 1回がん対策推進協議会がん研究専門委員会

日  時 :平成 23年 1月 14日 (金 )¬ 4:00～ 16:00

場  所 :厚 生労働省専用第 17会議室

議   題 :がん研究の今後の検討課題について

各委員から意見提出 (別紙 1)の上、今後の検討課題を協議 (別 紙 2)。

2_第 2回 がん対策推進協議会がん研究専門委員会

日  時 :平成 23年 2月 14日 (月 )14:00～ 17:00

場   所 i経済産業省別館 10階第 1014号会議室

議  題 :

1)がん研究支援体制について (別 紙 3)

2)がん研究専門委員会における今後の検討課題について

3)日 本の基礎的がん研究の現状と課題について

3_第 3回がん対策推進協議会がん研究専門委員会

日  時 :平成 23年 3月 8日 (火 )14:00～ 17:00

場   所 :法曹会館 2階高砂の間

議  題 :

1)創薬に向けたがん研究について

(|)日 本の創薬研究の課題 (別紙 4)

(2)基礎研究のあり方について

(3)橋 渡 し研究のあり方について

2)基礎～橋渡 し研究の論点整理 (別紙 5)

-1-



陽1紙

がん研究専門委員会の今後の課題

(各委員からの提出意見)

第1回がん対策推進協議会

がん研究専門委員会

-2-



専門委員会意見提出用紙

委員名 : 大津 敦   :

1)シァズ段階での開発戦略の構築

(背景)E品床上の問題に即したシ■ズ開発が行われてtヽな
い、同類めシーズの世界での開発状況を理解していない、知
財戦略がネ十分などの簡題かゝ :開発初廟段階がL蕪表と急
えぅシーズ開発を行っている事IFllが多ぃb特に基礎研究者の
みゎるい は臨床の現場 を知 らないベンチャー企業な どでの開

対応案

基礎研究者への啓蒙

牟業での開発構験者 薬ヽ事専Fl零 ギ知負オ担当者、臨床研
究を十分暉解している臨床医などのテームによる公的
がコンサル̀タ ント体制の構築あるいは各専門家への幹
旋。
「スーパー特区」で設置された日立衛生研究所薬事担当

者の活用

③

―
一
―

ｌ
ω
ｌ



専門委員会意見提出用紙

委員名 : 大津 敦

Ｉ
Ｎ
ｌ

ｌ
ヽ
―

①質の保証された非臨床試験を実施するための体制整備と

研究費助成      、 ´

②根本的な対応案として|よ 、全ての未承認薬 fir3t― ln human

i臨床試験に対する規制当局

^の

INら 届け出を必須とする
ことが世界的に求められており、その基準をクリアするこ
‐とが必要。

③同時に非臨床試験からflrst― in human試験までの実施に

対する公的なサポート(薬事面および研究費面)が必要。

④公的なセントラル IRBの 設置。   1

課題 対応案

2)非臨床試験からfirst― in human試験の効率化と質の向上

(背景)アカデミア発シーズでは、'GMP、 GLP基準を満たし

た非臨床試験が十分に行われないまま臨床導入を図ろうとす

る事例が多く、不十分なデ‐夕のため企業側が興味を示さな

い。結果として企業tlll l手 受け渡せる見通しがないままに研究
:者主導自主研究として臨床試験が展開される無駄を生じてい

る。欧米先進国
｀
では、i未承認薬臨床試験に関しては規制当局

の審査・承言なが必要。(し かし、規制当局と́の開発相談は日本

よりも頻繁に行われ、かう様々なサジェステゴンが与えられ

る)                     .



専門委員会意見提出用紙

委員名 : 大津 敦

3)世界最先端基準をクリアする早期開発試験実施施設の整

備               =   l

(背景)グ 甲Tノ ルヽ製薬企業を中心
tこ
新規れがん章1の早期開

発試験基準が著 しく高 くなり、First― in humanな どの真の第
I相試験の実施は世界的に限られた先進施設 (20施設前後)に

限定される傾向にある。わが国でこの基準をクリアできる1施

設|キ 1零 とんどないのが現状であり、放置すればそれ以降の開
発のイニシアチブをとることもできなくなるため、早急な整
備が必要である。逆に整備をすれば(現状海外に流れている
国内企業開発品の早期開発試験も国内へ取り戻すことができ
る。   )      _

世界 Topク ラスの早期目晶床開発試験実施施設を国内で
数施設選定し、その基盤整備を行うための員オ政的支援を
実施する。

グローバ

'レ

に適用する開発研究者リーダーの育成

海外先導施設と競争するためには、開発冷験にかかわる
コストも重要な問題である。施設倶lお よび国内CROの コ

不トダウンに関しても取り組みを強化する必要がある。

②

③

ｌ
ω
ｌ

ｌ
い
―



専門委員会意見提出用紙

委員名 : 大津 敦

4)研究者主導未承認薬臨床試験体制の構築とその管理
:

(背景)米 国を中心に、企業 phase l終 了後の未承認薬を

用いた研究者主導臨床試験実施体制が整いつつあり、欧州や

韓国も追随 しつつある。イ、ノベニティブな開発を迅速に進め

る上では、企業治験のみでは当ス トゃマンパワーの点から限

界があり、研究者主導試験実施体制を構築することが重要で

①研究者主導未承認薬臨床試験を行える施設 (国 内で 5-10

施設程度)の基盤整備への財政的支援.

②米国のリサーチ IND倫1度 を参考にした規制面での枠組み

構築、薬事面および薬剤供給企業との契約めサポー ト体制

の構築。

丁
一
１

１
０
１



専門委員会意見提出用紙

―
い
―

―
刊
！

委員名 i 大津 敦

5)適応拡大試験実施体市1の構築
(背景)新規薬斉1承認後の他疾患への応用や補助化学療法

含の展開などの適応拡大試験に関しては、企業側はコストや
特許押眠の問題から治験として|=行わなくなつてし)る 。一方
で海外では基盤整備の整っているグルニプを中心として研究

者主導臨床試験として行われており、結果的にわが国その適
応拡大承認取得め遅れをきだしている。     

‐

①」CCGな ど既存組織の活用やがん診療拠点病院ネットヮー、
クを用い、適応拡大を目指した研究者主導臨床試験グ

'レ

ー
プの構築に対する財政支援を行う。

②現行の保険適用承認条件は限定的な条件 (1対 1対応)と
なつており、すべての保険適応拡大を企業治験あるいは医
師主導治験で行うことは現実的に困難。ある程度の質が保
証された研案者主導適応拡大試験から保険償還を得るた
めの規制面での道節を構築することが必要。適応拡大試験
での競争」のハTドルを下げるかあるいは来国のように楳
陰支払者が審査して事実上保険償還を認めるような制度
の構築が必要。



2011/3ノ25

シーズ探索             早期探索臨床試験   適応拡大試験     保険適用

1)開発初期段階からの 2)莉臨床試験なしの  3)日 M治験実施施設の不足    5)企業が適応拡大治験を
開発戦略・知財戦略  臨床試験開始による   による開発イニシアチプ喪実    行わない事によるドラッグ・ラグ

蹴 _勒  非効率なやり直し       9課 機査界環轟
2)未承認薬臨床試験に関  4)日 M以降の未承認薬を

する規制当局の審査体制  用いた研究者主導饉床
の欠如          試験実施体制の未整備

"0未
承認薬を肌 t臨床試験の届出 lNDI H度

"暦
属菫I[‖″当査

によう保険償還制度
の設立

D駒
舅朧製蹴雛編翼

:る ]輻獅 9糖評朧窃レニプ
(スーパー特区薬事相
談員などの活用)      2)前 臨床～■M臨床試験  4)未承認藁を用いた臨床

の薬事・研究費面での   試験実施施設の育成
公的支援

2)公的セントラル!RBに よる                    _

対
応
案
（規
制
）

対
応
案
（支
援
）

・‖M試験の届出制

・前臨床に対する
体制整備。研究費支援

・薬事・知財などの
コンサルテーション体制

・基礎研究者の教育

・企業との出会いの場

大津晏■●考責‖

-8-



2011ノ〔ダ25

111二 :鷲

“

二1・
d轟F:輌Й繭

3～肇 ↑3千年
↑

3～蜂 ↑4～Ю年
GbbJ同時  従来型の    従来型の
開発の承認  初回承認   適応拡大承認

国内導入遅延での
″ドラッグラグ"

世界トップ施諮 未承認薬を用いた
研究者主導臨床試験を行う施設整備で
新薬開発のイニシアチプを取り戻す :

,国内導入遅延に話 だラ嘘
=ラ

乞

環
[r#貫″]言:I爵喜蓼雰1鷲ヶ」[理

甍靖〉
・ :

適応拡大の遅延に
よる″ドラッグラグ″

国内ね晨施設

上記以外0
全がん協●

奎凛 :二晨

世界トップ施設と国内臨 研究施設の違い

G:oba:P:治験実績
・G:obai GCPに従った

治験の実施
。英文CRF・ EDC対応

・Globaiと 直接クエリ対応

・CRC完全英BI対応

・Pレの D実施体制

(M「配置、夜間対応など)

・症例集積速度

・FDA監査受け入れ

・休日・夜間診療体制確保

・検体採取・保管体制整備
・治験審査の迅速化

・:ITのPi試験実施体制

:nvest:gatorの 能力

・G,obai開発戦略への関与
・国際学会などでのKey

C:oba:P‖ ■‖治験実績
・Gbba:GCPに従つた

治験の実施

・英文CRF・ EDC対応

・(日 本支社を通じて)

Globalと のクエリ対応

・CRC英籠対応 (―部)

・症例集積速度

・FDA■査受け入れ

:nvestigatorの 能カ
・●bba:ミーティングヘ

の参加
・国際学会での知名度

国内治験実績
・」‐CCPに従うた

治験の実施

・治験管理室整備・

CRCの確保
・治験審査委員会設置

:nvestigatorの能力

・国内治験会議など
への多加

・国内学会での知名度

臨床試験実績
・倫理指針に従った

臨床研究の実施
・レジデント研究補助

員などの確保

・倫理審査委員会設置

invest:gatorの能力
・JCOGなどへの参加
・臨床研究への熱意

大奉晏員,考資料

2
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委員名 :祖父江友孝

専門委員会意見提出用紙

―
∞
―

‥
一
〇
‥

①計画期、実施期、追跡期、評価期とフェニズにあつた研究

費の配分と適切な評価の仕組みをつくる。     '

②Mission― orientedの研究課題設定については、一本化さ

れた調整組織をつくる。          :

③Founding Agenc,に研究費配分だけでなく、Workshop開催、

Net"ork構築などを通じて、不足する領域における人材を育

成する機能をもたせる。

④マスタニレベルの人材を確保した調査請負会社を育成す

る。
:                  ^

⑤生死に関し
｀
ては1研究者が容易に利用出来る全国規模のデ

ータベニスを構築する
・
(日 本版 National Death index)。

:課
題 対応案

研究費配分・FA機能    :
①大規模疫学研究は研究期間が長期 (通常10年以上)にわ

たるが、研究費配分の枠担みがそれに対応できていない。

②厚労省のがん関連研究費 (3次がん、がん臨床、国がんが

ん研究開発費)のガバニングが

「

本化されていない。
・

③質の高い研究者が不足しそいる嶺域がある1(00L、

resёarchな ど)d ′            ―

]空支援組織

④大規模疫学研究を支えるための

を提供できる恒常的組織がないも

⑤大規模研究1手 おける対象者のフォローアツプ情報収集の際
に、個人情報保護を理由に公的統計や行政資料が円滑に使え
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⑥電子イビされた既存資料 (レセプトデニタとがん登録など)

を個人単位で照合することにより、大規模なベルスケア研究
を大きなコストをかけるごとなく行うことが出来るが (韓国
における保険加入者 100万 人コホート、アメリカにおける
SEER―Medicare dathbase)そ ぅした仕組みがない。

倫理指針・審査委員会

⑦研究倫翠指針が、ゲノム・疫学・臨床とばらばらに存在す

るため、境界領域での適用範囲に混乱があり、細部における

整合性が保たれていない。   -   1

③疫学倫理指針において対象者か らの同意が必須ではない疫

学研究に対 しても同意取得を要求するなど、倫理審査委員会

の判断が保守自夕な方向に偏るイ頃向がある。この結果:同意敢

得に要する可邦費がか さみ 、、向意取得者のみのデータ解析 lt

lる バイアス
｀
の影響によ り研究の質が下がる。   ´

⑥複数のデータベースを個人単位で照合し、個人情報をはず
して研究者に提供する照合専Pl機関を設立する。

⑦研究倫理指針を統合し、共通部分と個男」部分に分けで記述
することにより整合性を高める。ゲノム指針音3分 について
は、penetran99の 低いゲノム情報に対して過度に厳密な扱
いを避ける6

③倫理審査委員会が保守的なギ」断に偏らないようにするた
め、中核的な組織における倫理審査委員会の判断事例をデー

タベニス化し、他の組織で参照できるように公開する。
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委員名 : 直江知樹

1)臨床研究の目標や出口が不透明 :論文だけではなく行っ
|

た臨床研究が薬却!承認さいては日常診療に生かせるように ! |

彎 套「 下
をF菫

す「 平青
導齢
「

研
で叩 巣

ダ1声

に
1

2.INDの ような制度がなく、メーカニ治験とアカデミア臨床1

研究がダブルスタンダー ド

「希少がん」ではそもそも治験が行われない    ′

」ALSGで の例1 フィラデルフィア染色体陽性急1生 リンパ性白

血病 (10万 人あたり年間 012.人
i程

度)に対するイマチ三ブ併用

化学療法では、ぜALSGが 自主的な臨床研究を行い、結果的に公

知として、拡大申請が認められた(H19年 1・ 月)。 発表論文は審
査では参考資料として使用された。

対応案

米 国 で は 、 臨 床 研 究 と 治 験 と を 一 体 イヒさ せ た

InvestigatiOnal New Drug(IND)制度がある:IND制度の

メリrン トは、臨床試験が GoodClinlcal Practlce(GCP)の

もとで実施されるために、臨床試験のデータが薬事承認に使

用できる。

【課題】

O GCPレ ベルでの臨床研究をするための資金とヒト

● メーカーが関心を示さない、希少がん、適応拡大、併用

療法に焦点を当てる必要あり

課題
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2)そ もそも臨床研究にどれだけの予算が付いているのか|

、国として臨床研究
・
を進める戦略性が必要。

1.国曝化 コ
l丁

化11対応でさてぃるか?法整備は?   '
2」 :臨床研究 Gを支援・統括するような GTEPの ような組織が

な,｀        11 .          ′
3.頻度の多い「がん」であれば拠点の整備だけで多くのエビ

デンスを出すことも可能、しかし希少がんではネしトワー
ク参加施設への支援も必要   , ~

4,大規模臨床研究で1事 臨床現場でのインセンティブも高め
る必要あ り (臨床研

=の
律速段階は、CRFの 記入 :回収 I)

まずがん研究費の中で、臨床研究にどれたけ投資されてぃる
のか、明確にすべきである。ヽ

財政状況が厳しい中、すべて米国並みとは行かないことは承
知しているが、基盤や枠組みは国が整備すべき。

資金支援は透明性、倫理性、COlと いった問題とともに、企

業からの支援を得ることも必要であるう。

現場へのインセンティブをどのように高めるのか、「臨床研

究指針Jでは施設長の責任も大きいが、施設に対するメリッ

トも必要。実際に試験を行うドクタ=に対しても
′
、金銭面も

含めたイジセンティブを与えられるようコンセンサズとル
ールを形成する必要がある。



13)臨床研■に関わる人材育成と評価 i
臨床試験の立案、実施、解析にはt優れた生物統計スとデT
タマネジヤ■、また最近で1まデ丁夕をイ、ンターネットで入力

するためのプログラムや統計プログラムを扱える技術専門家

なども必要である
｀
:志 た臨床研究を患′者と向き合つて臨床研

究をサポー トする CRC、 研究全体のヤネジメントを行なうプロ

ジェクトマネジやァなどが必要になつてくる。   1
しかし、大学や病院にはそれらの講座や正規ポストがなく、

キヤリアパスも明確でなく、CRCですら3年雇用やパートに頼
つているのが現実である。

ドクタ■とぃぇども、:命ヌ11な りにくい (成果には時間がか
かる、多施設共同であり筆頭著者にならない場合が多い)、 臨
1床研究への言平価が低いギという理由から、研究のインセンテ

ィブは高いとはいえない。
´
         :

課題 対応案

少なくとも大学・拠点レベルでは、常勤雇用、キャリパスを

考え、資格などの制度や人事交流を考えていく必要がある。

プログラムな.どはプロトコールの共通化などを通じて、基盤

整備事業としても考えてもらいたい。

大学院生の研究テーマや学位論文としで、臨床研究を正しく

言平{面 していく。

ポスドクとして、基礎研究のみばかりでなく、臨床登録事業、

多施設共同研究、薬事行政など多方面への留学を支援する。

１
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^         課題

4)臨床研究支援経費 (厚労科研費など)の あり方

1.厚労科研費「がん臨床研究」への支援につしヽては、件数・

金額ともに圧イ11的に少なしヽ        '
2.個人の発想に基づ く文部科研費などとは、おのずとその性

格は異なるべき

3: 使用勝手も悪い :厚労科研ではCRCの雇用すら不可能
4,臨床研究はより長期かつ大規模

´
となっているのに、たかだ

か3年で成果を求められる
5,審査は厳しいが、配分後の進捗管理は?
6.研究組織・研究インフラに対する支援がない、これは研究
r費ではなく、事業として考えるべきか?

> 疾患登録、バイオバンクなど 地ヾ味な継続的活動こそ

対応案  ■  1

:す。1、 プロト当=ルが 1科研費に

費がいくつあっても足 りなくなる

責のある研究グループを明確にす

こつているテーマ、介入によつて最

中請に当たつてはプロとコールベ

よつて評価する仕組みが求められ

臨床研究費のあり方を見直す。1、 プロト当=ルが 1科研費に

対応していたのでは、科研費がいくつあっても足 りなくなる、
ので、まず支援すがき実績のある研究グループを明確にす

る。               ―

臨床的に本きなニーズとなつてぃるテーマ、介入によつて最
も成果の上がるのは何か、申請に当たつてはプロとコールベ

ースでチiッ クし、進捗によつて評価する仕組みが求められ
よう:              ´

大事である
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5)バイオバンクの重要性

ヒト臨床サンプルを保存 管ヽ理 B使用することは、今後の臨

床研究に必須となるであろうqゲノム レベルの研究が、標的

治療や個別化治療をさらに加速化すると考えられる。また腫
瘍サンプルは製薬メーカーが最も必要としなが、ら手に入れに
くい研究材料である。

欧米では国境を越 えた大規模バイjオバ ンクが整備されつつあ

りで新薬・バィォァーカ丁開発などにも利用されると聞 く。

対応案

国家戦略として、バイォバンク整備に乗り
:出

すべきである。

生体試料をどのような研究に用いても良いとする「包括同
意Jの ありかたについて、そしてアカデミア以外たとえばメ
ーヵ―などからの要望にどう応えるのか、コンセンサスとル
ニルを作っておく必要あり。ヽ 、

5年 10年単年で、臨床情報と連結可能であり、正常細胞ど
がん細胞がセ,ッ トになつた持続可能な腫瘍バンクが日本に
必要である。




